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シリーズ４

第
１
次
村
上
市
男
女
共
同
参
画
計
画

─
基
本
目
標
Ⅰ
　
男
女
が
と
も
に
認
め
合
い
、尊
重
し
合
え
る
ま
ち
づ
く
り
─
　
そ
の
②

基
本
目
標
Ⅰ
の
体
系

重
点
分
野
３

女
性
に
対
す
る

暴
力
の
な
い
ま
ち
の
実
現

　

市
民
意
識
調
査
に
よ
る
と
、
セ
ク

シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
セ
ク
ハ

ラ
）、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
の
被
害
を
受
け
た

人
が
い
ま
し
た
。

　

被
害
を
受
け
て
も
ど
こ
（
誰
）
に

も
相
談
し
な
か
っ
た
と
い
う
人
が

40
％
以
上
を
占
め
ま
し
た
。

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
は
決
し
て
許

さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
幼
少
期
か

ら
の
継
続
的
な
人
権
教
育
が
必
要
で

す
。

　

ま
た
、
暴
力
根
絶
に
向
け
た
積
極

的
な
広
報
活
動
で
被
害
の
発
生
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
の
環
境
づ
く
り
や
相

談
窓
口
を
周
知
す
る
な
ど
、
被
害
者

に
対
す
る
支
援
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

基
本
目
標
Ⅰ
は
、
２
回
に
分
け
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
号
は
重

点
分
野
３
・
４
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

男
女
が
と
も
に
認
め
合
い
、
尊
重
し
合
え
る
ま
ち
づ
く
り

　
　

重
点
分
野
１　

固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
や
慣
習
の
見
直
し

　
　

重
点
分
野
２　

男
女
共
同
参
画
推
進
の
た
め
の
教
育
・
学
習
の
充
実

　
　
重
点
分
野
３
　
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
な
い
ま
ち
の
実
現

　
　
重
点
分
野
４
　
生
涯
に
わ
た
る
女
性
の
心
と
体
の
健
康
づ
く
り

今号で

紹介す

る分野

自分が被害を受けた

同じ職場・学校・地域（町内会等）の女性で被害を受けた人がいる

同じ職場・学校・地域（町内会等）の男性で被害を受けた人がいる

友人・知人で被害を受けた人がいる

自分自身や友人・知人で被害を受けた人はいない

「セクシャル・ハラスメント」という言葉を初めて聞いた

その他

無回答

0.0％ 5.0％ 10.0％ 15.0％ 20.0％ 25.0％

▲セクシャル・ハラスメント（セクハラ）について
30.0％ 35.0％ 40.0％ 45.0％ 50.0％

5.8％

6.9％

1.5％

11.0％

47.4％

3.8％

3.1％

27.3％

相手に直接抗議した

職場や学校の苦情処理機関や上司・教師に訴えた

相談機関や窓口に相談した

家族や友人に相談した

どこ（誰）にも相談しなかった

その他

0.0％ 5.0％ 10.0％ 15.0％ 20.0％ 25.0％

▲セクシャル・ハラスメント（セクハラ）の被害を受けた時の対応について

※男女共同参画に関する意識調査（平成23年度実施）から

30.0％ 35.0％ 40.0％ 45.0％ 50.0％

20.4％

16.7％

1.9％

13.0％

44.4％

3.7％
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重
点
分
野
４

【
課
題
解
決
の
た
め
の
施
策
】

施
策
⑴

　�

あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
防
止
に
向
け
て

の
啓
発
の
推
進

①
児
童
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
防
止
に
向
け

た
広
報
、
啓
発

［
福
祉
課
］

②
事
業
所
に
向
け
て
の
セ
ク
シ
ャ

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
・
対
応

に
向
け
た
意
識
啓
発

［
商
工
観
光
課
］

③
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
防
止
・
根
絶
に

向
け
た
教
育
の
実
施

［
学
校
教
育
課
］

施
策
⑵

　�

相
談
体
制
の
充
実

①
家
庭
相
談
員
に
よ
る
相
談
体
制
の

充
実
と
相
談
窓
口
の
周
知

［
福
祉
課
］

②
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相

談
窓
口
の
設
置

［
市
民
課
・
福
祉
課
］

③
高
齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
充
実
と
相

談
窓
口
の
周

知
［
介
護
高
齢
課
］

【
課
題
解
決
の
た
め
の
施
策
】

施
策
⑴

　�

生
涯
を
通
じ
た
女
性
の
心
と
体
の

健
康
づ
く
り
の
推
進

①
各
種
検
診
（
が
ん
・
基
本
・
特
定
）、

事
後
指
導
や
訪
問
事
業
の
実
施

［
保
健
医
療
課
］

②
地
域
で
の
更
年
期
な
ど
の
健
康
教

育
の
実
施

　

［
保
健
医
療
課
］

③
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種

費
用
の
助
成

［
保
健
医
療
課
］

④
食
生
活
改
善
調
理
講
習
会
の
開
催

［
保
健
医
療
課
］

⑤
介
護
予
防
教
室
の
開
催

［
介
護
高
齢
課
］

⑥
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康
増
進
の

推
進

［
保
健
医
療
課
、
生
涯
学
習
課
］

⑦
心
の
健
康
づ
く
り
の
推
進

［
保
健
医
療
課
、
福
祉
課
、

　

介
護
高
齢
課
、
生
涯
学
習
課
］

施
策
⑶

　

関
係
機
関
と
の
連
携
強
化

①
県
女
性
福
祉
相
談
所
等
関
係
機
関

と
の
連
携
強
化

［
福
祉
課
］

②
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
の

開
催
等
に
よ
る
関
係
機
関
と
の
連

携
強
化

［
福
祉
課
］

生
涯
に
わ
た
る
女
性
の

心
と
体
の
健
康
づ
く
り

　

市
民
意
識
調
査
に
よ
る
と
80
％
が
、

「
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／

ラ
イ
ツ
（
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康

と
権
利
）」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た

こ
と
が
な
い
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

男
女
が
お
互
い
の
身
体
的
特
徴
を

理
解
し
、
相
手
に
対
す
る
思
い
や
り

を
持
っ
て
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、

心
身
の
健
康
に
つ
い
て
の
正
し
い
知

識
を
身
に
付
け
、
健
康
に
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・

ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
（
性
と
生
殖
に
関

す
る
健
康
と
権
利
）
の
趣
旨
を
広
く

施
策
⑵

　�

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／

ラ
イ
ツ
（
性
と
生
殖
に
関
す
る
健

康
と
権
利
）
に
関
す
る
啓
発
の
推

進
①
妊
婦
健
康
診
査
へ
の
助
成
や
妊
産

婦
へ
の
訪
問
事
業
の
実
施

［
保
健
医
療
課
］

②
思
春
期
に
お
け
る
保
健
事
業
の
実

　

施
［
保
健
医
療
課
］

③
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
中
心

と
し
た
健
康
教
育
や
相
談
会
の
実

施
［
保
健
医
療
課
］

●
問
い
合
わ
せ

　

政
策
推
進
課
企
画
政
策
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
５
３
２
）

社
会
に
浸
透
さ
せ
な
が
ら
、
女
性
の

生
涯
に
わ
た
る
心
身
の
健
康
に
配
慮

し
た
総
合
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

▲リプロダクティブ・ヘルス／ライツ
（性と生殖に関する健康と権利）の認知度
※男女共同参画に関する意識調査（平成23年度実施）から

内容を知っている
0.9％

聞いたことがある
6.2％

聞いたことがない
80.0％

無回答
12.9％
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住宅用太陽光発電システム設置費補助金
木質バイオマスストーブ設置費補助金

ストーブ購入および設置費用の３分の１
（上限�10万円）
ただし、購入および設置費用が６万円以上のもの
が対象となります。

※�平成26年度以降の補助金額については、国・県支
援制度の動向により変更となる場合があります

・市内の業者に発注する場合
　１kwあたり12万５千円（上限�50万円）
・市外の業者に発注する場合
　１kwあたり10万円（上限�40万円）

※�平成26年度以降の補助金額については、太陽光発
電設備機器の価格動向や国・県支援制度の動向
により変更となる場合があります

次の要件をすべて満たす人
・�市内に居住し、または居住しようとする人もしく
は市内に事業所を有する事業者
・�市内の既存戸建住宅、または新築戸建住宅もしく
は事業所で暖房用として木質バイオマスストー
ブを設置する人、または木質バイオマスストーブ
が設置された建売住宅を購入する人
・申請時において、市税などを滞納していない人

次の要件をすべて満たす人
・市内に居住し、または居住しようとする人
・�市内の既存戸建住宅、または新築戸建住宅に発電
システムを設置する人、または発電システムが設
置された建売住宅を購入する人
・申請時において、市税などを滞納していない人

400万円（約40件分）2,000万円（約40件分）

平成25年度分の受け付けを開始します
　市では、平成24年度から環境負荷の少ない新エネルギーの活用により地球温暖化対策を推進するため、「住
宅用太陽光発電システム」および「木質バイオマスストーブ（薪ストーブや木質ペレットストーブ）」を設置す

る人に、設置費用の一部を補助しています。

○受 付 期 間　　６月３日㈪から６月17日㈪まで　※土・日曜日を除く
○申し込み方法　　�申請書に必要事項を記入し、指定する書類を添えて市役所環境課または各支所市民生活

課の窓口へ直接提出してください。

　　　　　　　　　※�申請書は担当の窓口で配布しています。また、市ホームページ（「環境・新エネルギー」
で検索）からもダウンロードできます

○そ の 他　　�申し込み多数により、予算枠を超えた場合は抽選となります。なお、受付期間内に予算枠を
超えなかった場合は、６月18日㈫から予算枠に達するまで先着順で受け付けます。

補助金額補助金額

補助対象者

補助対象者

補助金予算枠補助金予算枠

※詳しくは、市ホームページ（「環境・新エネルギー」で検索）をご覧になるか、担当までお問い合わせください

●問い合わせ　環境課新エネルギー推進室　☎53−2111（内線273、275）

住宅用太陽光発電システム
設置費補助金

木質バイオマスストーブ
設置費補助金
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■会員になるには
○ファミリー・サポート・センターへの登録が必要です
○会員には種類が３つあります
　①依頼会員　育児の援助を受けたい人
　②提供会員　育児の援助を行いたい人
　③両方会員　自分の急用時には援助を受けたいけれど、
　　　　　　　時間があるときは援助を行いたい人
■登録申し込み（随時）　　※実際の活動は平成25年７月からを予定しています
○対象者
・�依頼会員　�市内に住所を有し、おおむね生後３か月から小学校の児童がいる人で、子育ての援助を受けた

い人
　　　　　　※�現在は援助の必要はないが、援助を受けたいときにすぐに依頼ができるよう登録したい人も受

け付けます
・�提供会員　�市内に住所を有し、心身ともに健康で、子育て援助活動を積極的に行っていただける人
　　　　　　（年齢・性別・資格は問いません。）
　　　　　　※入会後、講習を受けていただきます。講習についての詳細は、入会者に別途お知らせします
・両方会員　上記、依頼・提供会員の両方の要件を満たす人で、希望する人
○申込方法　�登録を希望する人は、所定の登録用紙に必要事項を記入の上、下記申し込み先へ提出してください。
　　　　　　�なお、登録用紙は、ファミリー・サポート・センターまたは各地区子育て支援センターにあり

ます。また市ホームページ（「ファミリー・サポート・センター」で検索）でもダウンロードでき
ます。

■利用時間および料金（報酬）
　援助活動後、活動時間や内容に応じた料金（報酬）を依頼会員から
提供会員へ支払います。
　利用時間および料金の基準額は右表のとおりです。
　料金（報酬）は、基準額を参考に、事前に会員相互で話し合い、両者合意した上で決定します。

会員募集について

村上市ファミリー・サポート・センターを開設
　市では、地域で子育て家庭を支援するために、ファミリー・サポート・センターを開設します。

　子育てをしながら仕事をしている人や子育てに専念している人、いずれの人にもゆとりのある育児ができる

よう積極的に支援を行います。

●問い合わせ・申し込み� 村上市ファミリー・サポート・センター事務局　（神林子育て支援センター内）　☎66−7297
� または各地区子育て支援センター

■地域における子育ての相互援助活動のお手伝いをします
（相互援助活動の例）
・保育園などへの送迎
・保育園などの時間外や休業の際の子どもの預かり
・保護者の病気や冠婚葬祭などの急用時の子ども預かり
■会員相互で助け合う組織です
　育児の援助を受けたい人と行いたい人が会員となって、
　お互いに支えあい、助け合う組織です。

○ファミリー・サポート・センターの業務
・会員募集および登録、その他の会員組織の業務
・会員同士の相互援助活動の調整
・会員に対する知識提供のための講習会の開催
・保育園などの子育て関連施設との調整　　　　など
※神林子育て支援センターに事務局を置き、アドバイザー
　（保育士などの有資格者）が、その業務を行います
※�援助活動によって、生じた事故に備えるために「ファミリー・サポート・センター補償保険」に市が加入し
ます

ファミリー・サポート・センター
（アドバイザー）

依頼会員 提供会員

①会員登録
②援助の申し込み ⑧活動報告

④事前打ち合わせ
⑤援助の依頼
⑥援助活動の実施
⑦料金（報酬）支払い

③援助の打診
①会員登録

ファミリー・サポート・センターとは

■援助活動の流れ

利用時間 料金（基準額）
１時間あたり

平日　午前７時〜午後７時 700円

上記以外の平日（宿泊を除く）
および土・日曜日、祝日 800円
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【
課
長
・
参
事
級
　
16
人
】

▼
総
務
課
参
事　

鈴
木
芳
晴
＝
昇
任

＝
▼
財
政
課
長　

菅
井
晋
一
▼
政
策

推
進
課
長

渡
邉
欽
也
▼
環
境
課
長

　

吉
村
和
昭
▼
都
市
整
備
課
参
事　

東
海
林
則
雄
▼
荒
川
支
所
長
（
地
域

振
興
課
長
兼
務
）　

渡
辺
正
信
▼
荒

川
支
所
産
業
建
設
課
長
（
建
設
管
理

室
長
事
務
取
扱
）　

小
川
剛
＝
昇
任

＝
▼
神
林
支
所
市
民
生
活
課
長
（
市

民
生
活
室
長
事
務
取
扱
）　

忠
芳
夫

＝
昇
任
＝
▼
神
林
支
所
産
業
建
設
課

長　

平
山
吉
郎
▼
朝
日
支
所
長
（
地

域
振
興
課
長
兼
務
）　

本
間
誠
一
▼

朝
日
支
所
市
民
生
活
課
長
（
市
民
生

活
室
長
事
務
取
扱
）　

佐
藤
勝
則
＝

昇
任
＝
▼
朝
日
支
所
地
域
福
祉
課
長

　

横
山
典
子
＝
昇
任
＝
▼
朝
日
支
所

産
業
建
設
課
長
（
建
設
管
理
室
長
事

務
取
扱
）　

板
垣
恵
一
▼
議
会
事
務

局
長　

高
橋
邦
芳
＝
昇
任
＝
▼
監
査

委
員
事
務
局
長
（
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
長
兼
務
）　

本
間
清
▼
学
校

教
育
課
指
導
主
事　

小
川
誠

【
課
長
補
佐
級
　
27
人
】

▼
総
務
課
人
事
管
理
室
長　

田
邉
覚

▼
税
務
課
収
納
対
策
室
長　

加
藤
良

成
▼
市
民
課
市
民
・
年
金
室
長　

川

内
栄
子
▼
環
境
課
ご
み
処
理
場
長　

鈴
木
一
良
＝
昇
任
＝
▼
保
健
医
療
課

国
保
室
長　

五
十
嵐
好
勝
▼
保
健
医

療
課
健
康
支
援
室
長　

菅
原
順
子
▼

農
林
水
産
課
農
業
振
興
室
長　

佐
藤

義
信
▼
都
市
整
備
課
管
理
室
長　

山

田
広
良
▼
都
市
整
備
課
課
長
補
佐　

本
間
孝
則
▼
水
道
局
管
理
業
務
室
長

　

三
須
淳
＝
昇
任
＝
▼
村
上
水
道
事

務
所
長　

山
田
知
行
▼
荒
川
支
所
地

域
振
興
課
総
務
管
理
室
長　

伊
藤
浩

＝
昇
任
＝
▼
荒
川
支
所
地
域
福
祉
課

地
域
福
祉
室
長　

鈴
木
美
宝
＝
昇
任

＝
▼
神
林
支
所
地
域
振
興
課
総
務
管

理
室
長　

佐
藤
博
＝
昇
任
＝
▼
神
林

支
所
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
室
長　

長
柄
長
司
＝
昇
任
＝
▼
神
林
支
所
産

業
建
設
課
産
業
観
光
室
長　

遠
藤
利

博
＝
昇
任
＝
▼
朝
日
支
所
地
域
福
祉

課
地
域
福
祉
室
長　

本
間
正
志
＝
昇

任
＝
▼
山
北
支
所
地
域
振
興
課
総
務

管
理
室
長

菅
原
寿
＝
昇
任
＝
▼
山

北
支
所
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
室
長

　

木
村
喜
智
子
＝
昇
任
＝
▼
山
北
支

所
産
業
建
設
課
建
設
管
理
室
長　

斎

藤
一
浩
＝
昇
任
＝
▼
議
会
事
務
局
次

長　

小
林
政
一
▼
農
業
委
員
会
事
務

局
次
長　

小
川
寛
一
＝
昇
任
＝
▼
生

涯
学
習
課
社
会
教
育
推
進
室
長　

木

村
正
夫
▼
生
涯
学
習
課
文
化
行
政
推

進
室
長　

富
樫
秀
之
＝
昇
任
＝
▼
村

上
教
育
事
務
所
長　

大
滝
慈
光
＝
昇

任
＝
▼
朝
日
教
育
事
務
所
長　

渋
谷

直
喜
▼
消
防
本
部
総
務
課
長　

川
村

甚
一

【
新
採
用
者
　
17
人
】

▼
税
務
課
主
任　

小
松
直
人
▼
保
健

医
療
課
保
健
師　

皆
川
さ
ゆ
り
▼
福

祉
課
主
事　

豊
田
留
衣
▼
農
林
水
産

課
主
事　

太
田
祐
介
▼
水
道
局
主
事

佐
藤
良
太
▼
福
祉
課
保
育
士　

齋
藤

真
希
▼
同　

遠
山
さ
や
か
▼
同　

田

宮
南
▼
同　

佐
藤
和
▼
消
防
本
部
総

務
課
消
防
士　

佐
久
間
智
也
▼
同　

小
島
亮
▼
同　

平
田
圭
佑
▼
同　

本

間
雄
介
▼
同　

志
田
伸
由
▼
同　

近

藤
楓
▼
同　

阿
部
孝
祐
▼
同　

横
井

郁
弥

【
退
職
者
　
38
人
】

（
課
長
級
）

▼
財
政
課
長　

佐
藤
昭
一
▼
政
策
推

進
課
長　

斎
藤
甲
三
▼
荒
川
支
所
長

（
地
域
振
興
課
長
兼
務
）　

平
野
俊
之

▼
朝
日
支
所
長
（
地
域
振
興
課
長
兼

務
）　

増
子
要
作
▼
監
査
委
員
事
務

局
長
（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

兼
務
）　

加
藤
正
志
▼
村
上
水
道
事

務
所
参
事（
水
道
事
務
所
長
）　

奈
良

橋
渉
▼
生
涯
学
習
課
参
事
（
教
育
情

報
セ
ン
タ
ー
長
）　

田
島
正
昭
▼
学

校
教
育
課
指
導
主
事　

齋
藤
隆
（
県

教
委
へ
）
▼
消
防
本
部
次
長　

小
田

幸
男
▼
消
防
本
部
消
防
署
長　

佐
藤

竹
四

（
課
長
補
佐
級
）

▼
市
民
課
市
民
・
年
金
室
長　

伊
与

部
久
子
▼
環
境
課
ご
み
処
理
場
長　

布
施
隆
▼
保
健
医
療
課
健
康
支
援
室

長　

船
山
康
子
▼
学
校
教
育
課
山
北

学
校
給
食
共
同
調
理
場
長　

板
垣
長

雄
▼
消
防
本
部
消
防
署
副
署
長　

大

滝
重
喜
▼
同
神
林
分
署
長　

天
井
和

衛
▼
同
朝
日
分
署
長　

本
間
吉
三
▼

同
関
川
分
署
長　

蟹
井
勤
次

（
副
参
事
・
係
長
級
）

▼
荒
川
支
所
地
域
振
興
課
副
参
事　

松
田
恵
子
▼
朝
日
支
所
地
域
福
祉
課

副
参
事　

板
垣
仁
子
▼
福
祉
課
山
居

町
保
育
園
長　

瀬
山
染
子
▼
同
み
の

り
保
育
園
長　

鈴
木
ユ
ミ
▼
同
向
ヶ

丘
保
育
園
長　

伊
藤
春
美
▼
同
猿
沢

保
育
園
長　

中
村
美
幸
▼
同
舘
腰
保

育
園
長　

貝
沼
つ
ゆ
子
▼
同
三
面
保

育
園
長　

長
谷
川
ナ
ツ
子
▼
同
山
北

に
じ
い
ろ
保
育
園
長　

佐
藤
富
美
子

（
主
査
・
主
任
・
技
能
員
）

▼
福
祉
課
主
査　

本
間
春
美
▼
同　

東
洋
子
▼
同　

渡
邉
春
菜
▼
福
祉
課

技
能
員　

相
田
京
子
▼
都
市
整
備
課

主
任　

大
滝
武（
国
土
交
通
省
へ
）▼

朝
日
支
所
市
民
生
活
課
主
査　

石
塚

恵
美
子
▼
朝
日
支
所
地
域
福
祉
課
主

査　

横
山
律
子
▼
環
境
課
技
能
員　

板
垣
繁
▼
学
校
教
育
課
技
能
員　

大

滝
洋
子
▼
同　

佐
藤
幸
子
▼
同　

渡

辺
幸
子

４
月
１
日
か
ら

組
織
の
一
部
が
変
わ
り
ま
し
た

［
室
の
新
設
］

・
人
事
管
理
室

　

（�

総
務
課
人
事
係
お
よ
び
財
務
課

行
政
経
営
係
を
統
合
）

［
室
の
統
合
］

・
地
域
福
祉
室

　

（�

各
支
所
地
域
福
祉
課
の
保
健
室

お
よ
び
福
祉
室
）

市
役
所
職
員
の
人
事
異
動

（
課
長
、
課
長
補
佐
級
の
異
動
者
、
新
採
用
者
、
退
職
者
）

４
月
１
日
付
け
（
退
職
者
は
３
月
31
日
付
け
）
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　４月から村上・荒川地区で狂犬病集合予防注射を実施していますが、神林・山北・村上（大栗田）・朝日

地区は５月に行ないますので、忘れずに受けてください。

　なお、村上・荒川地区にお住まいでまだ注射を受けさせていない飼い主の人は、どの会場でも受けられ

ますので、必ず受けてください。

神林・山北・村上（大栗田）・朝日地区の狂犬病集合予防注射は５月です

神林地区
日にち 注　射　会　場 時　間

５月８日㈬

上助渕コミュニティセンター前 ９:30〜10:10

有明集落開発センター前 10:20〜10:50

桃川公会堂前 11:00〜11:35

神林支所車庫前 13:00〜13:45

５月９日㈭

川部集落開発センター前 ９:40〜10:10

平林ふれあいセンター前 10:20〜10:50

牛屋公民館前 11:00〜11:30

塩谷中央公民館前 13:00〜13:20

塩谷上地区集会所前 13:25〜13:30

塩谷松和町集会所前 13:35〜13:55

福田集落開発センター前 14:00〜14:15

北新保農業拠点施設前 14:20〜14:40

山北地区
日にち 注　射　会　場 時　間

５月14日㈫

大沢集落入口 ９:25〜９:35

大毎満願寺前バス停 ９:45〜10:05

北中生活改善センター前 10:10〜10:30

荒川ふるさと会館前 10:40〜10:45

中津原集落開発センター前 11:00〜11:05

下大鳥ふれあいセンター前 11:10〜11:20

板屋沢集落開発センター前 11:25〜11:35

寒川運送様資材置場（勝木）11:40〜12:00

山北支所前 13:30〜14:00

５月15日㈬

伊呉野消防ポンプ格納車庫前 ９:35〜９:40

中浜農村研修センター前 ９:45〜９:55

岩崎ふれあいセンター前 10:00〜10:20

小俣集落センター前 10:40〜10:45

雷ふるさと会館前 11:00〜11:05

朴平バス停前 13:30〜13:35

中継集落公民館前 13:45〜13:55

山熊田集落入口 14:10〜14:20

５月16日㈭

桑川生活改善センター前 ９:25〜９:45

笹川集落国道沿い駐車場 ９:50〜９:55

板貝集落開発センター前 10:00〜10:10

寒川集落センター前 10:20〜10:40

寝屋集落開発センター前 10:50〜11:15

温出農村研修センター前 11:30〜12:00

山北支所前 13:30〜14:00

村上地区（大栗田）
日にち 注　射　会　場 時　間

５月20日㈪ 大栗田集落開発センター前 ９:30〜９:40

朝日地区
日にち 注　射　会　場 時　間

５月28日㈫

下新保公会堂前 ９:00〜９:20

岩沢ふれあいセンター前 ９:30〜９:50

中原集落センター前 10:00〜10:20

朝日中野公会堂前 10:30〜10:40

薦川集落開発センター前 10:50〜11:00

黒田集会施設前 11:15〜11:30

関口診療所前 11:40〜11:50

北大平集落センター前 13:10〜13:20

高根区民会館前 13:30〜14:00

５月29日㈬

宮ノ下消防器具置場前 ９:00〜９:20

猿沢コミュニティセンター前 ９:30〜10:00

檜原公会堂前 10:10〜10:40

板屋越地区集落センター前 10:45〜11:00

早稲田研修センター前 11:10〜11:30

塩野町後楽会館前 11:35〜11:50

大須戸担い手センター前 13:10〜13:35

蒲萄ふれあいセンター前 13:50〜14:00

荒沢ふれあいセンター前 14:20〜14:30

５月30日㈭

北部営農センター内米倉庫裏 ９:00〜９:40

大場沢公会堂前 ９:50〜10:05

瑞雲担い手センター前 10:20〜10:30

小揚・土橋脇 10:40〜10:50

千縄集会施設前 11:10〜11:20

岩崩地区集会施設前 11:30〜11:40

布部集会施設前 13:20〜13:40

石住集落開発センター前 13:50〜14:00

渡部警察犬訓練所前 14:15〜14:30

○集合注射の手数料（犬１頭につき）
　登録済み　3,100円
　（注射済票交付手数料＋注射料）
　新規登録　6,100円
　（登録料＋注射済票交付手数料＋注射料）

○�飼い主や登録事項の変更、犬が死亡、行方不明の
場合、環境課または各支所市民生活課へ届け出が
必要です。

●問い合わせ
　環境課生活環境室　☎53−2111（内線272）
　神林支所市民生活課市民生活室　☎66−6112

　朝日支所市民生活課市民生活室　☎72−6885
　山北支所市民生活課市民生活室　☎77−3112
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地域資源を活用した新事業の創出を支援

産業等の活性化支援補助
平成26年度　事業計画を募集します
　市では、これからの村上市の産業を担う、地域資源を活用した新品種や新製品などの開発、地域ブランドの

構築、取引先の開拓などの販路拡大、観光イベント事業などの取り組みを支援してします。

　今回、来年度の事業計画を募集します。詳しくは担当までお問い合わせください。

事業名 対象事業 対象者
補　助
限度額

補助率 募集期間 問い合わせ

①

産業元気

づくり事

業補助金

（◆）

・�新品種や既製品の改良に関する事
業

・初期段階の販売促進に関する事業

・地域ブランドの構築に関する事業

・�産学官（※）・異業種連携による事
業

※�産学官とは、民間業者と大学等の
教育・研究機関、行政機関が連携

して事業などを行うこと

市内に事業所を有

する農林水産業を

営む団体や中小企

業者など

（納税が良好であ

ること）

50万円

補助対象

経費の

１/２

平成25年
10月末ま
で

商工観光課

商工振興係

☎53−2111
（内線353）
農林水産課

水産振興係

☎53−2111
（内線342）

②

産業見本

市等出展

事業補助

金

　取引先の新規開拓や市外で開催さ

れる産業見本市などへの出展に要す

る経費の一部を補助します。

　ただし、販売が主目的となる物産

展などは補助対象外。

市内に事業所を有

する中小企業者

（納税が良好であ

ること）

30万円 商工観光課

雇用促進係

☎53−2111
（内線354）

③

商店街賑

わい創出

支援事業

補助金

（◆）

・販売促進事業

・空き店舗活用賑わい支援事業

・観光事業と連携した誘客促進事業

・賑わい創出事業

・研修調査事業

・�国・県の補助事業（市の補助が対
象要件）

市内の商工団体な

ど

10万円

〜

30万円

商工観光課

商工振興係

☎53−2111
（内線353）

④

商店街環

境施設整

備事事業

補助金

・装飾街路灯の整備事業

・特殊舗装の整備事業

・�環境・省エネまたは地域文化に配
慮した施設の整備事業

・�国・県の補助事業（市の補助が対
象要件）

市内の商店街団体 100万円

〜

150万円

商工観光課

商工振興係

☎53−2111
（内線353）

⑤

観光イベ

ント事業

補助金

（◆）

　地区の自然や文化、歴史などの観

光資源を活かした観光イベント事業

市民が主体となっ

て組織するイベン

トの実行委員会な

どの団体

50万円 商工観光課

観光交流室

☎53−2111
（内線351）
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《これまでの取り組み事例》
認定を受けた補助事業の一例を紹介します。

事　業　名　観光イベント事業

補助事業名　観光イベント事業補助金

申　請　者　寺社と歴史に親しむ実行委員会

内　　　容　・地域の魅力発掘講座

　　　　　　・由来案内板の制作・設置

　　　　　　・寺社巡りと寺社検定の実施　など

事　業　名　空き店舗活用賑わい支援事業

補助事業名　商店街賑わい創出支援事業補助金

申　請　者　村上駅前通り商店街振興組合

内　　　容　�村上駅前通りにて、空き店舗を活用
し、女性向けの商品（小物や化粧品）

を扱う店舗を出店しました。

※�この他、取り組み事例については、市報１日号の裏表紙「産業元気ニュース」で紹介していきますので、ご覧
ください

参考　平成25年度の補助対象事業は次のとおりです。
　　・産業元気づくり事業　　　　村上茶研究会　「栽培技術向上・品質向上などのための講習会開催」

　　・商店街賑わい創出支援事業　大町振興会　「レンタサイクル設置による町なかの活性化」

　　　　　　　　　　　　　　　　荒川商工会青年部　「きらきらフェスティバル開催による地域活性化」

　　・観光イベント事業　　　　　護摩焚き祈祷ＰＲ実行委員会　「護摩焚き祈祷による新たな観光客発掘」

　　　　　　　　　　　　　　　　村上商工会議所青年部　「いいねっか村上における観光客誘客」

事業名 対象事業 対象者
補　助
限度額

補助率 注意事項 問い合わせ

⑥

産業人材

育成支援

事業補助

金

　中小企業大学校

での平成25年研修
受講料の一部を補

助します。

　村上商工会議所

と市内４商工会が

窓口となります。

市内の中小企業者

※�１中小企業者に
つき２人まで

１人に

つき

１万円

補助対象

経費の

１/２

　平成25年度の研修が対象
となります。受講後の申請は

認められませんので、早めに

中小企業大学校の研修内容

などを確認してください。

　計画書などの提出先は村

上商工会議所または商工会

です。

商工観光課

商工振興係

☎53−2111
（内線353）

※事前計画書などの提出は、募集期間内にお願いします

◆選考◆

　村上市産業等の活性化事業審査委員会で評価基準（新規性、独自性、発展性、実現性、社会貢献性）により、

補助対象事業を認定します。その後、補助金交付申請書を提出していただきます。

※選考の対象となるのは、事業名欄に（◆）印のついている事業です
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図書館車の運行表	 （村上地区、荒川地区、神林地区）
巡回地 停留場所 開館時間 巡回日

村

上

地

区

吉浦 公民館 9:05−9:15 ５月12日㈰・25日㈯　６月９日㈰・22日㈯
７月７日㈰・20日㈯　８月４日㈰・17日㈯
９月１日㈰・14日㈯　10月６日㈰・19日㈯
11月10日㈰・23日㈯　12月15日㈰
１月11日㈯・26日㈰　２月８日㈯・23日㈰
３月15日㈯

馬下 バス停前 9:25−9:35
上の山 駐在所前 15:10−15:25
岩船上大町 児童館前 15:30−15:40
岩船三日市 神社前 15:45−15:55
下山田 集落中央付近 9:00−9:10 ５月18日㈯　６月２日㈰・15日㈯・30日㈰

７月13日㈯・28日㈰　８月10日㈯・25日㈰
９月７日㈯・29日㈰　10月12日㈯　11月３日㈰・
16日㈯　12月８日㈰・21日㈯　１月19日㈰
２月１日㈯・16日㈰　３月８日㈯・23日㈰

大関 多目的集会施設 9:20−9:30
門前 公民館 9:40−9:50
四日市 公民館 10:20−10:30

荒

川

地

区

鳥屋 集落開発センター 10:40−10:50

５月12日㈰・25日㈯　６月９日㈰・22日㈯
７月７日㈰・20日㈯　８月４日㈰・17日㈯
９月１日㈰・14日㈯　10月６日㈰・19日㈯
11月10日㈰・23日㈯　12月15日㈰
１月11日㈯・26日㈰　２月８日㈯・23日㈰
３月15日㈯

金屋 農協倉庫脇 10:55−11:05
荒屋 神社前 11:10−11:20
長政 鈴木歯科医院さん駐車場 11:30−11:40
名割 消防小屋前 11:50−12:00
堤下団地 駐車場 13:20−13:35
十文字 集会所 13:40−13:50
坂町 ふれあいセンター 13:55−14:05
海老江 集落開発センター 14:20−14:30
花立 公会堂 11:20−11:35

５月19日㈰
６月１日㈯・16㈰・29㈯
７月14日㈰・27日㈯　８月11日㈰・24日㈯
９月８日㈰・28日㈯　10月13日㈰
11月２日㈯・17日㈰　12月７日㈯・22日㈰
１月18日㈯
２月２日㈰・15日㈯
３月９日㈰・22日㈯

貝附 消防器具置き場 11:40−11:55
梨木 神社前 13:05−13:20
上鍜冶屋 集会所 13:25−13:35
春木山 井上製材所さん前 13:40−13:50
荒島 集落開発センター 13:55−14:05
佐々木 集落開発センター 14:15−14:30

神

林

地

区

南田中 消防器具置き場前 9:00−9:10 ５月12日㈰・25日㈯　６月９日㈰・22日㈯
７月７日㈰・20日㈯　８月４日㈰・17日㈯
９月１日㈰・14日㈯　10月６日㈰・19日㈯
11月10日㈰・23日㈯　12月15日㈰
１月11日㈯・26日㈰　２月８日㈯・23日㈰
３月15日㈯

北新保 川崎酒店さん前 9:15−9:25
塩谷 神社前 9:40−9:50
松和町 小学校前 9:55−10:05
福田 旧公会堂 10:20−10:30
飯岡 小田治夫さん宅裏手 9:00−9:10 ５月19日㈰

６月１日㈯・16㈰・29㈯
７月14日㈰・27日㈯
８月11日㈰・24日㈯
９月８日㈰・28日㈯
10月13日㈰
11月２日㈯・17日㈰
12月７日㈯・22日㈰
１月18日㈯
２月２日㈰・15日㈯
３月９日㈰・22日㈯

山田 旧公会堂 9:15−9:25
松沢 集落開発センター 9:45−9:55
平林 公会堂 10:05−10:25
湯ノ沢 集落開発センター 10:30−10:40
川部 消防小屋前 10:45−10:55
小岩内 公会堂 11:00−11:10
宿田 旧公会堂 15:05−15:20
牛屋 公会堂 15:25−15:35
山屋 集落センター 8:55−9:05 ５月11日㈯・26日㈰

６月８日㈯・23日㈰
７月６日㈯・21日㈰
８月３日㈯・18日㈰・31日㈯
９月15日㈰
10月５日㈯・20日㈰
11月９日㈯・24日㈰　12月14日㈯
１月12日㈰・25日㈯
２月９日㈰・22日㈯
３月16日㈰

里本庄 集落入口 9:10−9:20
殿岡 集落センター 9:25−9:35
指合 研修センター 9:40−9:50
南大平 消防小屋前 9:55−10:05
有明 神納小学校前 10:30−10:45
桃川 東膳寺付近 10:50−11:00
河内 公会堂 11:10−11:20

●問い合わせ　　中央図書館　☎53−7511
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巡回地 停留場所 開館時間 巡回日

朝

日

地

区

小川 公会堂 8:55−9:05

５月11日㈯・26日㈰
６月８日㈯・23日㈰
７月６日㈯・21日㈰
８月３日㈯・18日㈰・31日㈯
９月15日㈰
10月５日㈯・20日㈰
11月９日㈯・24日㈰
12月14日㈯
１月12日㈰・25日㈯
２月９日㈰・22日㈯
３月16日㈰

宮ノ下 消防小屋前 9:20−9:30
鵜渡路 集落センター 9:40−9:50
上野 公民館 9:55−10:05
猿沢 鬼原酒店さん前 1010−10:20
檜原 公会堂 10:45−10:55
板屋越 集落開発センター 11:00−11:10
早稲田 研修センター 11:15−11:25
塩野町 郵便局前 11:30−11:40
大須戸 担い手センター前 11:45−11:55
本小須戸 消防小屋脇 13:05−13:15
高根 高根バス停前 13:40−13:50
北大平 宇鉄喜一さん宅前 14:00−14:10
関口 公民館前 14:15−14:25
黒田 公民館前 14:30−14:40
薦川 集落入口 15:15−15:25
古渡路 神社前 10:35−10:45 ５月18日㈯

６月２日㈰・15日㈯・30日㈰
７月13日㈯・28㈰
８月10日㈯・25日㈰
９月７日㈯・29日㈰
10月12日㈯
11月３日㈰・16日㈯　12月８日㈰・21日㈯
１月19日㈰
２月１日㈯・16日㈰
３月８日㈯・23日㈰

あけぼの 郵便ポスト前 10:50−11:05
上十川 ごみ置き場付近 11:10−11:20
下新保 高田集会所 11:25−11:40
新屋 集落センター 13:05−13:15
茎太 鷲見橋付近 13:30−13:40
笹平 桜ヶ丘高実習棟 14:00−14:10
瑞雲 担い手センター 14:15−14:25
小揚 バス停付近 14:40−14:50
大場沢 会館前 15:10−15:20
蒲萄 峠の加工所駐車場 15:30−15:40

５月19日㈰
６月１日㈯・16日㈰・29日㈯
７月14日㈰・27日㈯
８月11日㈰・24日㈯
９月８日㈰・28日㈯
10月13日㈰
11月２日㈯・17日㈰
12月７日㈯・22日㈰
１月18日㈯
２月２日㈰・15日㈯
３月９日㈰・22日㈯

山

北

地

区

大沢 防火用水 9:25−9:35
大毎 満願寺 9:45−9:55
北中 耕太寺前 10:10−10:20
荒川口 集落林業センター 10:40−10:50
興屋 作業所前 11:00−11:10
中継 公民館 11:15−11:25
山熊田 集落入口 11:40−11:50
府屋 第四銀行駐車場 13:20−13:30
温出 給食センター脇 13:35−13:45
杉平 集落林業センター 13:50−14:00
勝木 中町バス停 14:15−14:25
下大蔵 集落開発センター 14:30−14:40
上大鳥 集落開発センター 14:50−15:00
中津原 林道入口 15:05−15:15
桑川 夕日会館駐車場 9:45−9:55 ５月12日㈰・25日㈯

６月９日㈰・22日㈯
７月７日㈰・20日㈯
８月４日㈰・17日㈯
９月１日㈰・14日㈯
10月６日㈰・19日㈯
11月10日㈰・23日㈯
12月15日㈰
１月11日㈯・26日㈰
２月８日㈯・23日㈰
３月15日㈯

今川 駅前 10:15−10:25
寒川 本間酒店さん前 10:35−10:45
越沢 庚申塚 10:55−11:05
寝屋 集落開発センター 11:20−11:30
碁石 北側防火用水 11:35−11:45
岩崎 ふれあいセンター 12:55−13:05
中浜 農村研修センター 13:15−13:25
伊呉野 佐藤猛夫さん宅前 13:30−13:40
雷 ふるさと会館 14:20−14:30
小俣 消防器具置き場 14:50−15:00

（朝日地区、山北地区） 平成25年度　移動
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■
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
抱
え
る
課
題

１
　
老
朽
化
へ
の
対
応

　

市
内
に
は
53
も
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
の
６
割

が
建
設
後
30
年
を
経
過
し
、
老
朽
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。
今
後
は
、
安
心

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
老
朽
化
に

対
応
し
た
整
備
が
必
要
で
す
。

２�

　
活
動
場
所
の
確
保
と
ス
ポ
ー
ツ

環
境
の
充
実

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
約
30
％

が
施
設
へ
の
不
満
を
持
っ
て
お
り
、

そ
の
多
く
は
、
施
設
が
身
近
に
な
い

こ
と
や
老
朽
化
に
対
す
る
も
の
で
し

た
。
今
後
は
、
安
全
で
快
適
な
場
を

確
保
し
身
近
な
生
活
圏
に
お
け
る
ス

ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

３�

　
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
施

設
機
能
の
充
実

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
シ
ャ

ワ
ー
室
や
談
話
室
と
い
っ
た
付
帯
施

設
な
ど
の
設
備
の
充
実
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
施
設
機
能
の
充
実
を
図
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
課
題
解
決
に
向
け
て

１
　
基
本
方
針

　

施
設
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
ス

ポ
ー
ツ
実
態
調
査
な
ど
か
ら
、
状
況

を
的
確
に
と
ら
え
、
計
画
的
に
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
た
め
、
次
の
３

つ
の
基
本
方
針
を
定
め
て
整
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

①
　
廃
止
・
統
合

　

安
全
性
が
確
保
で
き
な
い
施
設
や

利
用
頻
度
が
低
い
施
設
に
つ
い
て
は

集
約
化
を
視
野
に
入
れ
て
廃
止
・
統

合
し
ま
す
。

②
　
継
続
・
機
能
充
実

　

施
設
の
目
的
や
利
用
状
況
、
利
用

者
の
意
見
な
ど
に
応
じ
て
適
切
な
改

修
や
設
備
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

③
　
大
規
模
改
修
・
新
規
整
備

　

施
設
機
能
の
低
下
を
補
う
た
め
に
、

必
要
性
と
安
全
性
を
考
慮
し
て
、
優

先
順
位
を
つ
け
、
大
規
模
改
修
・
新

規
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
行
う
た
め
、今
年
３
月
に
「
村
上
市
ス
ポ
ー

ツ
施
設
整
備
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、そ
の
概
要
と
昨
年
実
施
し
た
村
上
市
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
を
一
部
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

２
　
施
設
整
備
の
視
点

　

施
設
の
利
用
実
態
と
建
物
の
状
態

を
検
証
し
、
次
の
視
点
か
ら
施
設
整

備
の
あ
り
方
を
検
討
し
ま
す
。

①
計
画
的
な
整
備

　

各
施
設
の
現
状
を
十
分
に
把
握
し
、

計
画
的
な
整
備
・
補
修
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
利
用
者
が
多
く
、
老
朽
化

の
著
し
い
も
の
に
つ
い
て
は
大
規
模

な
改
修
を
検
討
し
ま
す
。

②
役
割
に
対
応
し
た
整
備

　

市
民
の
効
率
的
利
用
を
促
進
す
る

た
め
、
施
設
の
位
置
付
け
・
役
割
分

担
を
明
確
に
し
ま
す
。

③
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

　

市
が
直
営
で
管
理
し
て
い
る
施
設

に
順
次
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

し
、
効
率
的
な
管
理
運
営
に
努
め
ま

す
。

④
利
便
施
設
の
整
備

　

ス
ポ
ー
ツ
を
快
適
に
行
え
る
よ
う

利
便
施
設
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

■
今
後
に
つ
い
て

　

本
計
画
は
、
今
年
度
か
ら
平
成
28

年
度
ま
で
を
前
期
、
平
成
29
年
度
か

ら
平
成
32
年
度
を
後
期
と
し
、
前
期

は
緊
急
度
の
高
い
施
設
の
修
繕
を
、

後
期
は
屋
外
・
屋
内
施
設
の
改
修
・

整
備
を
重
点
的
に
行
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
安
心
・
安
全
で
、
親
し
み
や

す
い
施
設
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

村
上
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

●
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
室

　

☎
53
‐
２
４
４
６

昨年度新設された山辺里グラウンド

今年、北信越国体会場となる「荒川テニスコート」
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村上市スポーツに関する市民アンケート
　市教育委員会では、市民の皆さんがスポーツにどのように関わり、

どのようなご意見を持っているかを調査し、今後のスポーツ施策に活

かすために「村上市スポーツに関する市民アンケート」を実施・分析

しました。スポーツ施設整備計画の策定にあたり、貴重なデータとし

て活用しています。

※�アンケートの結果は、各地区総合体育館や地区公民館などで閲覧で
きます。また、市ホームページ（「村上市スポーツ施設整備計画」で検

索）でも見ることができます

＜市民アンケートの概要＞

調査期間

　平成24年11月15日〜12月５日

調査対象　村上市内の住民1,900人

調査方法　各地区での無作為抽出

分析方法　�性別、年代、地区別に

集計分析

回 収 率　33.2％（630人）

特に何も
思わない48.3%

施設のメンテナンス
利用料が高い
身近にない
老朽化

用具がない
付帯施設の不備
利用手続きが煩雑
指導者がいない
予約がとりにくい

窓口対応
利用時間
その他

大いに満足している0.8%

問　あなたは、市内の公共スポーツ
　　施設に満足していますか

問　どんなところに不満がありますか

各教室や大会など、スポーツ行事の開催
体育協会やスポーツ少年団活動の推進
総合型地域スポーツクラブの組織づくり
スポーツ指導者やボランティアの育成確保

スポーツ情報の充実
学校体育施設の開放

スポーツ施設の整備充実
スポーツに関する国際交流事業の開催

年齢層にあったスポーツプログラムの開発と普及
生涯sｐと学校SPの連携と支援体制づくり

わからない
その他

問　あなたは、今後スポーツを盛んにするためには、どのようなことが重要だと思いますか

陸上競技場
野球場

サッカー場
テニスコート
ソフトボール場
ゲートボール場

グラウンドゴルフ場
多目的グランド
大規模体育館
小規模体育館

武道場
弓道場

屋内温水プール
屋外プール

トレーニング施設
キャンプ場

ジョギングコース
スケートボード場

必要なし

問　村上市は、今後どのような公共スポーツ施設を整備（修繕も含む）していくことが必要だと思いますか

問　あなたが、公共スポーツ施設を利用する上で、
　　特に要望することはどのようなことですか

満足している13.8%

少し不満がある19.0%

大いに不満がある6.2%
利用手続き
を簡単にし
てほしい

利用時間を
延ばしてほ
しい

設備を充実
させてほし
い

付帯施設を
整備してほ
しい

利用料金を
安くしてほ
しい

駐車場を整
備してほし
い

その他
0

10

20

30 22.4%

8.1%

17.9%
16.0%

21.9%

11.7%

18.4%

0 5 10 15 20 25 30 35 40%

0 3 6 9 12 15%

0 10 20 30 40 50 60 70 80%

18.2%
16.4%

35.8%
32.7%

25.2%
16.4%

6.9%
7.5%

5.7%
5.0%

10.1%
15.7%

18.2%
15.9%

20.5%
10.6%

30.8%
15.1%
17.2%

3.2%
65.2%

21.6%
25.9%

20.8%

2.9%
2.9%

4.2%
2.3%

0.6%
1.3%

6.1%
6.7%

4.3%
2.4%
3.0%

14.7%
3.8%

12.7%
4.1%

11.0%
2.3%

11.7%

3.0%
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　このコーナーは、市内の協働の取り

組みや話題・活動などを紹介します。

保育園の引き戸などをボランティアで補修
３月16日㈯　村上市建築組合

感謝と期待を込めて机を磨きあげる
３月16日㈯　山北中学校

　村上市建築組合では、毎年行っている地域貢献活

動の一環として、公共施設の建具や机などの補修ボ

ランティア活動を行っています。今年は、第二保育園

と瀬波保育園で、補修作業が行われました。

　この日修理を行った髙橋さんは、「これからも、多

くの皆さんに協力してもらい活動を続けたい」と話

してくれました。

　この３月に山北中学校を卒業した生徒たちが、３

年間自分たちが使用した机を新入生に引き継ぐた

め、地域の大工さんや保護者の協力のもと机の磨き

や塗装に汗を流しました。

　この行事は毎年行われていて、参加した生徒は、

「今までの卒業生から大切に引き継がれてきた机を、

新入生も大切に使って、これからも引き継いで欲し

いです」と話してくれました。

地域の子どもたちを見守る活動	
Ｓ
エス

‐
-

C
キャット

A（瀬波こどもふれあい隊）が活動開始
４月12日㈮

活気あふれる街瀬波まちづくり推進委員会

　瀬波地域の子どもたちの安心安全の確保のため

に、活気あふれる街瀬波まちづくり推進協議会、瀬波

小学校、瀬波駐在所が連携し、地域のボランティアの

皆さんを募集してS-CATを立ち上げました。
　この活動は、子どもた

ちの登下校時の安全確

保、あいさつの励行によ

る子どもたちと地域の

大人との交流、「地域の

子どもは地域で守り育てる」という機運を高めるこ

とを基本目標としており、約90人の皆さんが登録し
ています。

　新学期が始まり、隊員の皆さんは、「無理なく、でき

る範囲内」で見守り活動を行っています。

※S-CATとは、
　Senami-Ｃommunicate�Action�Teamの略
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区の融和を目的に！将棋・マージャン大会
３月24日㈰　上野区

村上から日本代表選抜メンバーが誕生
４月５日㈮「心がけて！安全運転」

４月９日㈫　交通安全協会荒川支部

　同区の公民館主催で、昔から続いている集落行事、

将棋・マージャン大会が行われました。

　集落の融和を目的に毎年開催しているもので、時

には真剣に、時には笑い声が響き合い、和気あいあい

とした雰囲気の中で行われ、農繁期前の休日を楽し

く過ごしました。

　日本サッカー協会の13歳以下の日本選抜メンバー
に本間至

し

恩
おん

さん（神納中１年）が選出されました。

　本間さんは、４月11日から香港で行われるAFC�
U-14選手権2014年大会の予選に参加。「（予選会で
は）点を入れたり、アシストをしたりして結果を出し

たい。将来は海外で活躍できる選手になりたい」と目

標を語ってくれました。

※�AFC　U-14とは、アジアサッカー連盟が主催する、
14歳以下の大会

　春の交通安全運動に合わせ、貝附地内の国道113号
沿いに交通指導所を設け、ドライバーにチラシを配

布して安全運転やシートベルトの着用などを呼びか

けました。

　同会の小沼支部長は、「荒川地区荒川地区では約３

年間、交通死亡事故が発生していない。今後もこの記

録を伸ばしていき、いつまでも安心安全な荒川地区

であってほしい」と話してくれました。

山
北
愛
は
誰
に
も
負
け
ず
、市
役
所
職
員
を
目
指
し
て
邁
進
中

３
月
17
日
㈰　

山
北
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

山
北
地
区
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
指
し
開
催

さ
れ
た
「
地
域
づ
く
り
楽
習
会
in
さ
ん
ぽ
く
」。
集

落
や
各
種
団
体
等
が
行
っ
て
い
る
活
動
の
紹
介
や

「
私
に
と
っ
て
山
北
と
は
」
と
題
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ラ
ー
で
参
加
し
た
村
上
市
役
所
職
員
を
目

指
す
中
村
健
太
さ
ん
（
今
川
集
落
出
身
）
は
、
自

ら
の
思
い
を
話
す
際
「
山
北
愛
で
は
誰
に
も
負
け

ま
せ
ん
」
と
力
強
く
話
し
、
そ
の
言
葉
に
参
加
者

か
ら
「
期
待
し
て
る
ぞ
！
」
と
大
き
な
拍
手
と
激

励
の
言
葉
が
送
ら
れ
、
新
た
な
担
い
手
に
大
き
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
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荒川の桜を艶やかに演出
４月13日㈯　神林桜の会

　一級河川荒川沿いに桜のオーナー制により植樹さ

れてから約25年。神林桜の会は、長年桜の成長を見
守って来ました。

　この日は、同河川沿いにある「神林水辺の楽校」に

同会の12人のスタッフによりぼんぼりを設置。
　15年以上前から行われてきたこの取り組みは、美
しい桜を多くの人に楽しんでもらおうと、始まった

ものです。

　同会の会長の佐藤治夫さんは「神林水辺の楽校を

多くの人に利用しもらいたい。また、私たちの活動に

興味のある人は、ぜひ参加してください。大歓迎で

す」と話され、ぼんぼりは４月いっぱいまで点灯され

ました。

み
ん
な
の
憩
い
の
場「
有
明
郷
清
水
公
園
」環
境
整
備

４
月
13
日
㈯　

有
明
区

登
山
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け
、高
坪
山
オ
ー
プ
ン

４
月
14
日
㈰
荒
川
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル

　

有
明
区
で
は
「
郷
清
水
」
と
い

う
昔
か
ら
清
水
が
湧
き
で
る
と
こ

ろ
が
あ
り
、
区
民
が
憩
う
公
園
と

し
て
、
毎
年
、
環
境
整
備
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
も
、
約
80
人
の
区
民
が

参
加
し
、
整
地
作
業
な
ど
の
施
設

整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
区
で
は
、
今
後
も
公
園
が
皆

さ
ん
の
集
え
る
憩
い
の
場
と
す
る

た
め
、
区
民
の
手
で
整
備
を
進
め

る
予
定
で
す
。

　

手
軽
に
登
れ
る
こ
と
で
人
気
の
高
坪
山
の

山
開
き
が
行
わ
れ
、
市
内
外
か
ら
約
70
人
の

登
山
愛
好
家
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
荒
川
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
が

主
催
し
た
も
の
で
、
登
山
前
に
行
わ
れ
た
安

全
祈
願
祭
で
は
、
登
山
者
の
１
年
の
無
事
を

祈
願
。
そ
の
後
一
斉
に
頂
上
を
目
指
し
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
、
残
雪
が
残
る
登
山
道
を
一
歩

一
歩
踏
み
し
め
、
マ
ン
サ
ク
や
イ
ワ
カ
ガ
ミ

な
ど
の
植
物
を
楽
し
み
な
が
ら
、
爽
や
か
な

春
の
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

大きくなって戻って来てね
４月12日㈮　三面川鮭産漁業協同組合

　高根川・三面川で鮭稚魚の放流式が行われ、猿沢

保育園児18人と高南保育園児15人が、鮭の稚魚合計
約30万匹を放流しました。
　あいにくのみぞれ交じりの天候でしたが、参加し

た猿沢保育園のきりん組の貝沼優
の

花
か

さんは、「大きく

なって戻って来てほしいなぁ」と、笑顔で話してくれ

ました。
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●
問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部　

☎
53
‐
０
１
１
９

こ
ち
ら
１
１
９

救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
を

　

近
年
、
増
加
し
て
い
た
市
内
の
救
急
出
動
件
数
お
よ
び
搬
送
人
員
数
は
、

平
成
24
年
に
お
い
て
救
急
出
動
件
数
２
４
０
４
件
（
前
年
比
１
２
５
件
減
）、

搬
送
人
員
数
２
２
１
４
人
（
前
年
比
１
２
１
人
減
）
と
な
り
、
と
も
に
減
少

し
ま
し
た
が
、
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た
人
の
半
数
以
上
が
入
院
を
必
要
と
し

な
い
軽
症
で
し
た
。

　

緊
急
で
は
な
い
の
に
救
急
車
を
要
請
す
る
と
、
本
当
に
救
急
車
を
必
要
と

す
る
人
へ
の
到
着
が
遅
れ
、
大
切
な
命
が
救
え
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

「
夜
間
だ
か
ら
」「
交
通
手
段
が
な
い
」
な
ど
と
タ
ク
シ
ー
代
わ
り
に
救
急

車
を
呼
ぶ
こ
と
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

　

急
な
発
病
で
も
症
状
が
軽
い
場
合
は
、
自
家
用
車
や
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し

て
医
療
機
関
ま
た
は
村
上
市
急
患
診
療
所
（
内
科
・
小
児
科
）
で
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
大
切
な
命
を
救
う
た
め
、

救
急
車
の
適
正
利
用
を
お
願
い
し
ま

す
。

平成25年災害件数（毎月更新）

災害種別 ３月
３月末までの累計
本年 昨年

火災 ２件 ４件 ６件

救急 184件 572件 614件

救助 ４件 11件 12件

その他の災害 23件 65件 46件
※�その他の災害は「警戒」「調査」「水防」「その他（土砂災
害・漏油事故）」「ポンプ車の救急出動」など

障がいのある人が安心して暮らせるまちづくりを目指して
　市では、障がいのある人が安全・安心して過ごすことができるまちづくりのた

めの取り組みを行っていますので、その内容について紹介します。

１　「相談支援事業所」を設置し、障がいに関する相談を受け付けています
　「相談支援事業所」は、障がいのある人やその家族の生活や支援に関する相談に応じるとともに、福祉

サービスの利用情報の提供や利用支援、関係機関との調整を行う窓口です。悩んでいること、困っている

ことがありましたら、お気軽にご相談ください。

　市内の相談支援事業所は次のとおりです。

２　村上・岩船地域自立支援協議会を開催しています
　障がい者の団体や福祉施設、教育機関などの関係者によって組織された「村上・岩船地域自立支援協議

会」を設置し、開催しています。（年２回程度開催）

　この協議会は、村上市・関川村・粟島浦村が共同で設置しているもので、障がいのある人やその家族か

ら寄せられたさまざまな相談の中から、地域における課題を見いだし、その解決に向けた方策を協議・検

討しています。また、課題によっては専門部会を設けて具体的に検討しています。

●問い合わせ　福祉課福祉政策室　☎53−2111（内線245、247）

◆浦田の里
　（身体障がい、知的障がい）

ところ　岩船231−１
電　話　53−3673
受付日　月〜金曜日

受付時間　午前９時〜午後５時

◆地域生活支援センターはまなす
　（身体障がい、知的障がい、精神障がい）

ところ　瀬波中町10−１
電　話　50−7104
受付日　金・土曜日を除く毎日

受付時間　午前９時〜午後５時

　　　　　（日曜日のみ午前９時30分〜午後５時）
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～健康むらかみ21計画だより～

けん こう

●問い合わせ
　保健医療課健康支援室　☎53−2111（内線261〜266）

～無料歯科相談～
と　き　６月２日㈰

　　　　午前10時〜午後３時
ところ　村上プラザ　２階

対　象　どなたでも参加できます。

内　容　歯科医師による歯科相談

　　　　矯正専門医による矯正相談

～成人無料歯科健診～
と　き　７月１日㈪〜平成26年２月28日㈮
ところ　岩船郡村上市歯科医師会会員の医療機関

対象者　�40・45・50・55・60・65・70歳の人が
対象です。案内ハガキが届きます。

歯とお口の「かかりつけ医」はいますか
　左の図は、過去１年間に歯科医院を受診した人

の割合です。

　中学校３年生が少なく、成人期になると、年代

が高くなるにつれ、受診する傾向が高くなってい

ます。

　また、同じアンケートの中で、受診しなかった

人に受診しない理由を尋ねたところ、「症状がな

いから」と答えた割合が69.5％と大半を占めまし
た。

　そのうち成人期（20〜50代の働いている世代）
は、「症状がないから」の割合が減少し、「多忙だか

ら」や「面倒くさいから」の理由が、他の世代と比

べて多くなりました。

0
年少
年中
年長
小１
小２
小６
中３
20代
30代
40代
50代
60代
70代

80代以上

40.3%
50.1%

61.5%
75.1%
76.7%

53.9%
33.6%

43.8%
45.7%
43.6%

54.7%
75.5%

66.3%
53.4%

20 40 60 80 100
%

■１年間に歯科医院を受診した人の割合■

（平成24年度　歯と口のアンケート結果より）

この機会を活用して、かかりつけ医を見つけましょう

　口腔ケアの基本は、毎日の歯磨きなどの「セルフケア」と歯科医師・歯科衛生士による「プロフェッ

ショナルケア」の２つを行うこととされています。

　プロフェッショナルケアでは、「むし歯や歯周病のチェック」や「セルフケア方法の指導」、「歯のク

リーニング」などが行われます。

　痛みや腫れなどの自覚症状が出た時だけでなく「かかりつけ医」をみつけ、定期的に受診することが、

歯とお口の健康を保つことにつながります。

むし歯・歯周病予防には、プロフェッショナルケアも必要
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地域包括支援センターの紹介

包括支援センターだより

と　　き　５月23日㈭
　　　　　午後１時30分〜３時30分
と こ ろ　市役所本庁　３階　第一会議室

対 象 者　市内在住の介護者

申し込み　�各開催日の３日前までに連絡して
ください。

介護者のつどい

介護に関すること
○介護保険を利用したい

○�「要支援」と認定されたのですが、その後はどう
すればいいか

お金や財産管理のこと
○�物忘れがひどく、お金の管理に自信がなくなっ
てきた

○振り込め詐欺の被害にあってしまった

近所の高齢者のこと
○�近所に一人暮らしの高齢者がいるのですが、最
近顔を見かけません

○�近所の高齢者が虐待されているようですが、ど
こに相談したらいいか

健康のこと
○足腰が弱くなり、寝たきりへの不安がある

○�一人暮らしで持病もあり、急に具合が悪くなっ
たらと、不安だ

家族のこと
○母の介護をしているが、つい声を荒げてしまう

○�離れて住んでいる一人暮らしの父が心配だが、
なかなか様子を見に行けない

※�地域包括支援センターに行けないときは、職員
が訪問することもできます

　地域包括支援センターは、高齢者のみなさんが住みなれた地域で安心した生活を続

けられるよう支援を行う機関です。高齢者に関する相談や悩みなどがございましたら、

お気軽にご相談ください。

●問い合わせ

　介護高齢課地域包括支援センター

　☎53−2111（内線365）

　各支所の担当窓口

　　　荒川支所　地域福祉課　☎62−0095
　　　神林支所　地域福祉課　☎66−6113
　　　朝日支所　地域福祉課　☎72−6887
　　　山北支所　地域福祉課　☎77−3113

こんなことで困ったら…

地域包括支援センター
職員の紹介

�理学療法士� � ケアマネジャー� 看護師� 看護師� ケアマネジャー

� 山上� 東海林� 長澤� 林� 石川� 前田
� 看護師� 保健師� 主任ケアマネジャー� 保健師� 社会福祉士

� 田村� 五十嵐� 大滝� 工藤� 八幡
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図書館ボランティア（としょかんサポーター）養成講座のお知らせ
　図書館でボランティア活動をしてみませんか。図書館では、「としょかんサポーター」の皆さんが書架整
理や読み聞かせなどの活動を行っていますが、活動するには初めに、ボランティア養成講座の受講が必要
です。
　今年度は、次の日程で講座を実施しますので、図書館でのボランティア活動に興味のある人は、ぜひ参加
してください。

○とき・内容　　６月５日㈬　午後2時〜4時　書架整理
○ところ　　　　中央図書館　談話室
○定員　　　　　５名
○申し込み　　　５月19日㈰までに中央図書館（☎53−7511）へ

図書館ひろば
村上市立中央図書館　☎53-7511

【中央図書館新着図書】

◆　かんかん橋を渡ったら（あさのあつこ）

◆　シュンスケ！（門
か ど い

井慶
よしのぶ

喜）

◆　正義のセ　２・３（阿
あ が わ

川佐
さ わ こ

和子）

◆　つくもがみ、遊ぼうよ（畠
はたけなか

中恵
めぐみ

）

◆　ノックス・マシン（法
のりづきりん

月綸太
た ろ う

郎）

◆　はだかんぼうたち（江
え く に

國香
か お り

織）

◆　ああ父よああ母よ（加
か が

賀乙
おとひこ

彦）

◆　ジヴェルニーの食卓（原
は ら だ

田マ
ま は

ハ）

◆　大迷走（逢
おうさか

坂剛
ごう

）

◆　工場（小
お や ま だ

山田浩
ひ ろ こ

子）

◆　さきちゃんたちの夜（よしもとばなな）

◆　鳥と雲と薬草袋（梨
な し き

木香
か

歩
ほ

）

◆中央図書館5月の休館日◆
5月7日㈫　祝日振替休館日
5月10日㈮　第２金曜日　館内整理日
5月13日㈪、20日㈪、27日㈪
　※中央図書館の開館時間
　　火曜〜金曜　午前９時から午後７時まで
　　土・日・祝日　午前９時から午後５時まで

○　ももんちゃんし〜（とよたかずひこ）

○　つなみてんでんこ　はしれ、上へ！（伊
い と う

藤秀
ひ で お

男）

○　つなひき（ジョン・バーニンガム）

○　恋する和パティシエール　３（工
く ど う

藤純
じゅんこ

子）

○　まじょ子は恋のキューピット（藤
ふじ

真
ま ち こ

知子）

○　わんぱくだんのまほうのじゅうたん（末
すえざき

崎茂
し げ き

樹）

○　いい子じゃないもん（田
た べ

部智
と も こ

子）

○　こぶたのかばん（佐
さ さ き

々木マ
ま き

キ）

○　天山の巫女ソニン　江南外伝（菅
す が の

野雪
ゆき

虫
むし

）

◆…一般書　○…児童書

富
樫　

勇
夫
さ
ん
〔
早
稲
田
〕

　
　
　

ユ
ミ
子
さ
ん

　
　
　

辰
義
さ
ん

　
　
　

広
子
さ
ん

　
　
　

歩あ
ゆ

郁か

ち
ゃ
ん
（
５
歳
）

　
　
　

侑ゆ
う

也や

く
ん
（
１
歳
）

　小さくうまれてきた侑也も、

今では何でも興味を持ち、あっ

という間に部屋が散らかるほ

ど、色んなものを触り口に入れ

たりして、目が離せなくなりま

した。

　歩郁は、少しずつお手伝いを

するようになってきて楽しい面

もありますが、侑也の面倒もみ

てくれる様になったらいいね。

これからも二人仲良く、いっぱ

い食べ、いっぱい遊んで元気な

子に育ってもらいたいです。

このコーナーでは、村上の未来を担う子ども

たち、「わが家の宝」を紹介します。

今回は、
朝日地区です

わが家

宝

の

左から：勇夫さん　ユミ子さんと歩郁ちゃん
　　　　広子さんと侑也くん
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○おたんじょう
氏名（ふりがな）	 届出人	 町内会名または住所 氏名（ふりがな）	 届出人	 町内会名または住所

●おくやみ
氏名	 年齢	 町内会名または住所 氏名	 年齢	 町内会名または住所 氏名	 年齢	 町内会名または住所

※３月11日から４月10日までの届け出です（敬称略）※保護者やご遺族などの了解を得て掲載しています

人口31,613人（△105）　34,412人（△143）　�計66,025人（△248）　    22,897世帯（△19）

村上地区
瀬 賀 美 幸	 55	 菅沼
松 田 ノ ブ	 88	 羽黒町
河 内 ひ で	 82	 大栗田
舩　山　智惠子	 94	 岩船中新町
上　村　ナツ子	 92	 肴町
松　田　喜代吉	 93	 泉町
髙 橋 正 平	 69	 泉町
大場澤　ヨシヱ	 85	 緑町四丁目
瀨 賀 國 雄	 88	 吉浦
山　口　盛八郎	 90	 緑町二丁目
渡 邉 宗 平	 76	 堀片
野 君 男	 88	 吉浦

山　貝　マツエ	 84	 安良町
小 島 泰 	 89	 新町
河 内 藤 作	 85	 飯野三丁目
木 村 國 夫	 79	 堀片
池　田　ミナエ	 84	 門前
平　田　百合子	 72	 飯野三丁目
佐 藤 ト ヨ	 88	 天神岡
瀧 澤 洋 子	 69	 飯野二丁目
藤 寅 次	 85	 肴町

舩 山 傳 三	 82	 久保多町
瀨 賀 昭 吉	 84	 岩ヶ崎
稲 ツ ネ	 89	 石原
渡 部 テ ル	 101	 緑町二丁目

荒川地区
髙　橋　廣一郎	 70	 名割
新 野 武 三	 72	 梨木

村上地区
美桜（みお）	 渡 辺 健 司	 岩船上浜町
澪（れい）	 髙 橋 鮎 香	 山居町二丁目
星那（せな）	 佐 藤 　 瞬	 天神岡
さくら	 富 樫 秀 吉	 飯野三丁目
帆高（ほたか）	 佐 藤 孝 道	 大欠
春馬（はるま）	 髙 橋 賢 俊	 上の山
紫央（しおん）	 小 川 洋 介	 山居町一丁目
澄怜（すみれ）	 東海林　智　弘	 岩船三日市
來輝（らいき）	 木ノ瀬　　　裕	 石原
莉月（りづき）	 笠 原 伸 介	 小国町
咲桜（さくら）	 東海林　善　雄	 松山
陽大（はるた）	 渡 部 一 隆	 緑町二丁目
健成（けんせい）	 川 内 健 太	 袋
勇翔（はやと）	 藤 和 行	 肴町
千優（ちひろ）	 本 間 智 志	 緑町五丁目

荒川地区
智春（ともはる）	 遠 山 裕 太	 山口
空澄（そらと）	 天 木 義 信	 切田
葉友里（はゆり）	 酒 井 　 徹	 藤沢

暖乃（のの）	 渡 邊 元 久	 坂町住宅
悠（はるか）	 時 田 恭 好	 名割
結士（ゆいと）	 遠 山 　 稔	 山口

神林地区
煌志（こうし）	 岡 本 隆 一	 上助渕
聖輝（こうき）	 木 村 栄 志	 七湊
美結（みゆう）	 野 澤 和 宏	 塩谷
聖來（せら）	 藤 裕 樹	 山屋
あかり	 小 田 正 樹	 飯岡
いち華（いちか）	 平 山 友 弥	 高御堂

朝日地区
璃音（りおん）	 菅 原 健 太	 早稲田
琴羽（ことは）	 中 山 優 利	 大須戸
彩葉（いろは）	 別 所 克 則	 黒田
怜亜（れいあ）	 渋 谷 洋 輔	 原小須戸
梨衣奈（りいな）	 遠 山 　 剛	 上野

小 田 　 博	 91	 薦川
中　山　慶次郎	 85	 大須戸
市野瀬　中　野	 90	 朝日中野
鈴　木　ユリ子	 86	 中原
本　保　シカヨ	 89	 大場沢
鈴 木 早 苗	 65	 小川
遠 山 　 力	 88	 高根
板 垣 文 夫	 80	 高根
石　栗　イチノ	 102	 古渡路
島 田 峯 男	 82	 下新保
髙　橋　銀次郎	 75	 猿沢
小　池　タカイ	 93	 笹平
飯 沼 荘 一	 86	 岩沢
小 田 健 一	 92	 塩野町
板 垣 カ ネ	 88	 高根

山北地区
平 方 菊 惠	 84	 岩石
青　木　喜久造	 78	 中浜
　藤　カツ子	 68	 北黒川
本 間 泰 男	 72	 浜新保
佐 藤 正 子	 74	 伊呉野
板 垣 　 孝	 94	 荒川口
板 垣 　 孝	 72	 朴平
板　垣　末次郎	 86	 朴平
桑 原 金 吾	 80	 温出
板 垣 ト ミ	 94	 荒川

信 田 　 武	 51	 海老江
阿 部 七 郎	 76	 春木山
髙 橋 ミ ツ	 92	 名割
渡 邊 泰 次	 67	 坂町
小　野　忠佐久	 86	 両新
奈良橋　　　裕	 41	 上鍜冶屋
坂 野 キ ク	 91	 金屋

神林地区
佐 藤 久 司	 78	 岩船駅前
野 澤 ト イ	 84	 塩谷
木 村 　 陽	 80	 平林
大 矢 賢 二	 73	 松喜和
前 島 寅 男	 68	 福田
岸 　 サ ダ	 91	 北新保
内 山 フ ミ	 86	 桃川
小　野　ヨシノ	 93	 平林
佐　藤　忠之𠀋	 90 塩谷
中 山 幸 雄	 72	 里本庄
細　野　サトミ	 86	 九日市
天 井 一 義	 55	 七湊

朝日地区
小 田 捷 次	 79	 関口
田 村 　 實	 75	 十川
髙 橋 ス ヱ	 87	 中新保
石　栗　藤次郎	 87	 石住
富 樫 ツ ナ	 82	 早稲田
石　川　清太郎	 87	 荒沢
増 子 ム ネ	 89	 早稲田
小 池 フ チ	 97	 塩野町

人口と世帯数（4月１日現在） 
（　　）内は前月比
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今月の表紙編集後記
uはじめまして。市報を担当していますと○

です。市内のイベントなどでお会いする機

会もあるかと思いますので、どうぞよろし

くお願いいたします。uさて、この編集後

記を書いているのは４月の半ば。先週は雪

が降ったりもしましたが、今日は朝から暖

かく、市役所周辺の桜もようやくほころび

始めました。４月の慌しい時期で桜の見ご

ろを逃してしまうことが多いのですが、今

年はいまだに使いこなせない一眼レフカ

メラをお供に、お城山など身近なお花見ス

ポットを楽しみたいと思っています。と○

むらかみ防災・防犯情報ねっと
メールでいつでもどこでも緊急情報をキャッチ!
http://www.city.murakami.niigata.jp/i/ml/
右のQRコードで読み取るだけで簡単アクセス

市の木・花・鳥（平成23年１月20日制定）

　４月９日㈫、三面川で行われた鮭稚魚放流式です。

　当日は、天候に恵まれ、放流に参加した市内４小学校（村上

小・村上南小・瀬波小・猿沢小の４または５年生）の児童約170

人が、５万匹の稚魚を放流しました。

　児童たちは、「４年後に帰ってこいよ。」と声をかけながら笑顔

で送り出していました。

　

２
回
目
は
、
村
上
地
区
片
町
に
あ
る
成
田
屋
菓

子
店
さ
ん
で
す
。

　

成
田
屋
さ
ん
は
、
村
上
地
区
の
北
線
と
い
わ
れ

る
県
道
沿
い
に
事
業
所
を
構
え
、
代
表
の
成
田
昭

一
さ
ん
ほ
か
、
数
人
の
従
業
員
で
約
50
種
類
の
菓

子
（
主
に
和
菓
子
）
を
製
造
・
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

成
田
さ
ん
は
、
日
頃
か
ら
販
売
し
て
い
る
葡ぶ

萄ど
う

羹か
ん

に
使
用
す
る
地
元
の
素
材
「
山
ぶ
ど
う
」
を
ジ
ャ
ム
に
で
き
な
い
か
と
考
え
、
平
成

22
年
度
に
地
域
の
特
色
あ
る
産
業
資
源
を
生
か
し
た
事
業
に
補
助
を
す
る
「
産
業
元
気

づ
く
り
事
業
」
の
認
定
を
受
け
て
、
そ
の
開
発
に
挑
み
ま
し
た
。

　

店
頭
で
お
客
様
に
意
見
を
伺
い
な
が
ら
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、「
こ
の
事
業
の
認
定

を
受
け
た
か
ら
に
は
、
い
い
も
の
を
作
ら
な
け
れ
ば
。」
と
開
発
に
対
す
る
意
識
を
持
っ

て
、
よ
う
や
く
完
成
さ
せ
た
の
が
「
山
ぶ
ど
う
じ
ゃ
む
」
で
す
。
今
回
の
開
発
に
あ
た
っ

て
、
普
通
は
果
肉
か
ら
加
工
す
る
ジ
ャ
ム
を
、
果
汁
か
ら
加
工
す
る
と
い
う
点
で
大
変

苦
労
し
た
そ
う
で
す
。
ま
た
原
料
と
な
る
山
ぶ
ど
う
が
秋
に
し
か
収
穫
で
き
な
い
た
め
、

数
多
く
製
造
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
難
点
だ
そ
う
で
す
。

　

現
在
こ
の
ジ
ャ
ム
は
、
店
頭
や
み
ど
り
の
里
、
瀬
波
温
泉
で
販
売
さ
れ
、
多
く
の
人

に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

成
田
さ
ん
は
、「
地
域
の
素
材
に
こ
だ
わ
ら
な
い
と
面
白
く
な
い
」
と
、
早
く
も
次
の

新
商
品
の
開
発
に
意
欲
的
で
し
た
。

い
い
も
の
を
作
る

　市が実施している「産業等の活性
化支援補助」を活用した事業者の取り
組みとその内容を紹介します。
※�今号の８〜９ページで、この制度の
事業計画の募集を掲載しています●問い合わせ　商工観光課商工振興係　☎53−2111（内線353）

成田屋菓子店
代表：成田昭一
村上市片町６−12
☎53−2715

代表の成田さん。地域の素材
を活かした新商品の開発に意
欲的だ。

果汁から製造される「山ぶど
うじゃむ」。

産業元気NEWSむらかみ


